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This study is subject to development of the evaluation technique and to accumulate the knowledge of such phenomena as 
consistency of attribute between different-species spatial data. In order to deal with various problems and phenomena, it inquired by 
preparing two themes. Theme A; problem grasp of such as phenomena, examination of an evaluation algorithm, application to real 
data, etc. Theme B; development of the tool which supports practical use of GIS in city planning. 

［研究目的及び経過］ 

 「都市再生」や「既存ストック活用型都市の形成」に

代表される都市問題に対し、地理情報システム

（Geographic Information System：GIS）を用いた高度な

都市空間構造の分析は、より重要となると考えられる。

GIS を基に高度な都市空間構造の分析・検討を行う際、

複数の作成意図の異なる地図データ（異種地図データ）

を組み合せた分析を行うことがある。しかし、地図デー

タには作成仕様や作成目的、作業の過程で発生した個別

的な作図・作成経緯があるため、こうした異種の地図デ

ータ間では、図形単位でのズレや付与された属性情報が

異なる場合が少なくない。このことはこれまでも指摘さ

れていたが、こうした問題に対する包括的な研究、こと

異種地図データ間の属性情報の整合性についての評価手

法の高度化に向けた研究開発は行われていない。以上の

ような背景を受けて、本研究では異種地図データ間の整

合性を効率的に評価する技術の開発と、同時に都市計画

分野における GIS のさらなる利活用を支援するための

要素技術の開発を行った。 

［研究内容および研究結果］ 
 本研究では、多岐にわたる問題・現象を取り扱うため、

以下に掲げる中課題・小課題を設け、研究を実施した。 

A．空間的整合性および属性情報の整合性に関する分析

と整合性評価手法の検討 

①図式規程による属性対照テーブルの作成 

地図データに付与される属性は、一般的に、その利用目

的・取得方法の違いにより、コード体系（分類基準な

ど）が異なる。そのため、現在入手可能な地図データの

うち、都市計画で用いることの多い、自治体作成の都市

計画 GIS データ、住宅地図、固定資産家屋データなど

の標準的な図式規程を収集し、属性コードの具体的例

示・判定方法などの定義を基に、用途と構造に関する属

性コード対象テーブルを試作した。 

②図形同士のマッチング手法の高度化 

図形単位での属性の整合性の評価の前提は、図形同士の

マッチングが出来ていることである。従来の技術には、

マッチングを自動的・効率的に行う方法がない。関連す

る既存方法の整理を行うとともに、東京都区部における

建物図形の幾何学的特性の分布の分析を行った。こうし

た検討を基に、これまでの図形同士のオーバーレイ分析

に加えて、同種・異種データ間の図形同士の隣接関係を

加味した空間的整合性の判定手法を開発した。 

③評価単位の変化に対応した、整合性評価手法の検討 

これまでの整合性評価は、ある領域内における整合サン

プル数で評価を行っていたため、評価領域の取り方によ

って整合率が変化することが問題として指摘されていた。

この問題対し、評価領域を変化させた場合の整合／不整

合の判定手法を検討し、この手法を基にした整合性評価

ツールのプロトタイプを試作した。 

④幾何学的性質の異なるデータ間での整合性分析 

都市空間分析においては旧来、都市内のミクロな土地利

用現況を把握するために、宅地利用動向調査に基づいて

作成される細密数値情報土地利用 10 メートルメッシュ

データを用いることがある。ここでは、ポリゴン型の建

物・土地利用データと、メッシュ型の細密数値情報土地

利用データを GIS 上で重ね合わせる際に問題となる事

項の整理を手がかりに、これら幾何学的特性の異なる地

図データの重ね合わせによる用途属性の整合性について

の検証を行った。 

B．都市計画分野での GIS の利活用を支援するツールの

開発と普及状況調査 

①図郭間分断図形結合ツール「MapComb」「MapComb 
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for network」の開発 

空間データにはあって実際の空間にないものの１つとし

て「図郭」があげられる。データ整備上、図郭は便利な

ものであるが、図郭と交差する図形は分断されることが

多い。こうした図形は分析に際し支障があるため、結合

処理を行う必要がある。しかし、従来の技術には効率的

かつ高精度に結合処理を可能とするものが見あたらない

ため、自動結合のためのアルゴリズムの開発を行った。

このアルゴリズムを基に、市販 GIS をエンジンとした

自動結合ツールを開発した。平成 14 年度にはポリゴン

に対して適用可能な MapCombII（図 1）を、平成 16 年

度には道路ネットワークなどに適用可能な、MapComb 

for network（図 2）を開発した。  

 

図 1 MapCombII 

 

図 2 MapComb for Network 
 

②市販 GIS ソフトウェアに実装された幾何学演算機能

の比較 

近年、都市空間解析で必要な各種の幾何学演算が標準的

な機能として実装された高機能の GIS ソフトが市販さ

れるようになり、従来より気軽に高度な幾何学演算が実

行できるようになった。一般的に、幾何学演算の計算機

への実装方法は多様に考えられるが、ユーザー側が GIS

に実装された幾何学演算機能が内部でどのような方法で

演算を行っているかを知らされることはほとんど無い。

ここでは、3 種類の代表的な市販 GIS ソフトで、同じ入

力データを用いてボロノイ分割を行い、計算結果の差違

に関する分析を行った。 

③基礎自治体の都市計画部局での地形図整備と GIS の

利活用動向に関するアンケート調査の分析 

都市計画分野での GIS の利活用と地形図・地形図デー

タの整備状況について、平成 14 年に基礎自治体を対象

に行ったアンケートの分析を行った。その結果、約

13％程度の基礎自治体には GIS が導入されていること、

地形図は約 75％の自治体で整備されているが、そのデ

ジタル化は未だ 20％程度にとどまっていること、など

が明らかになった。 
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